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繊
維
中
心
の
軽
工
業
地
帯
へ

低
工
法
指
定
の
十
日
町
地
区

　
十
日
町
市
を
は
じ
め
南
魚
六
日
町

塩
沢
、
大
和
、
北
魚
小
出
町
、
堀
之

内
町
は
十
日
町
地
区
と
し
て
去
る
主

月
低
工
業
開
発
地
区
と
し
て
指
定
さ

れ
ま
し
た
が
、
ご
の
ほ
ど
開
発
計
画

の
第
一
次
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

以
下
は
そ
の
概
要
で
す
。

【
地
区
の
性
格
】

　
十
日
町
地
区
は
関
東
経
済
圏
と
新

潟
市
を
中
心
と
し
た
新
産
業
都
市
を

結
ぶ
接
点
だ
が
、
山
間
豪
雪
地
帯
の

た
め
道
路
の
整
備
が
お
く
れ
て
こ
れ

ら
の
地
域
と
経
済
交
流
が
悪
い
と
い

う
こ
と
か
ら
計
画
の
基
本
も
道
路
、

鉄
道
な
ど
ま
ず
産
業
基
盤
の
整
備
が

あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
開
発
の
方
向
】

　
知
事
選
市
内
開
票
結
果

当日の有権者数　　30，678

投票数25，221
有効投票数　24，950
無　　　　　効　　　270

投票率82・21％
得　　塚田十一郎　11，667

票　吉滞　浄真　12，359

数
　　　浦沢与三郎　　924

◎
十
日
町
地
区
は
繊
維
工
業
が
な
ん

　
と
い
っ
て
も
主
体
で
工
場
の
集
団

　
化
2
流
通
の
合
理
化
を
進
め
て
新

　
製
品
の
開
拓
を
図
る
一
方
地
域
の

　
原
料
に
マ
ッ
チ
し
た
軽
機
械
、
食

　
料
品
、
木
材
、
木
製
品
な
ど
の
軽

　
工
業
の
発
展
を
は
か
る
。

◎
農
業
基
盤
の
整
備
を
は
か
り
商
品

　
生
産
農
業
の
振
興
を
促
進
す
る
。

◎
地
下
資
源
の
阻
発
と
観
光
施
設
の

　
充
実
。
な
お
実
施
計
画
は
次
号
で

　
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

東
京
が
す
ぐ
出
る
ダ
イ
ヤ
ル
即
時
通
話

十
四
日
か
ら
長
岡
、
小
千
谷
も

　
十
一
月
十
四
日
か
ら
東
京
、
長
岡

小
千
谷
へ
の
電
話
は
ダ
イ
ヤ
ル
を
廻

す
だ
け
で
相
手
方
に
通
じ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
田
沢
、
下
条
、

土
市
、
仙
田
な
ど
へ
は
準
ダ
イ
ヤ
ル

即
時
と
な
り
ま
し
た
。

東
京
、
長
岡
、
小
千
谷
へ
の
ダ
イ
ヤ

ル
即
時
通
話
や
、
田
沢
、
下
条
な
ど

の
準
ダ
イ
ヤ
ル
即
時
通
話
の
か
け
か

た
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

【
か
け
か
＆

＋
日
町
か
ら市

外
局
番
　
市
内
局
番

下小長東
　千
条谷岡京
ooc）⊂⊃一一一　一一一　…≡二

五コヱ五
でノ～八
ヨ5八二＝二
五二二

　　△△
　　　△
　　　△

人
ロ
四
九
、
五
七
六
人

ー
国
勢
調
査
の
概
要

加
入
者

番
号

×
×
×
X

×
×
×
×

×
×
X
×

×
×
×

地
区
別
人
口
、
世
帯
数
は
別
表
の
と

お
り
で
す
。

土
市
9
三
七
六
四
　
　
　
×
×
×

　
一
方
東
京
、
長
岡
、
小
千
谷
か
ら

十
日
町
市
へ
か
け
る
場
合
は
つ
ぎ
の

と
お
り
で
す
か
ら
、
十
日
町
の
局
番

〇
二
五
七
五
二
を
お
ぽ
え
て
い
て
下

さ
い
。

　
　
　
市
外
局
番
市
内
局
番
　
加
入
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
番
号

＋
口
町
9
三
蓋
二
　
　
　
　
×
×
x
×

　
な
お
新
潟
へ
の
ダ
イ
ヤ
ル
即
時
は

来
春
、
、
千
手
局
の
準
ダ
イ
ヤ
ル
即
時

は
来
年
の
予
定
で
す
。
ま
た
下
条
、

土
市
か
ら
東
京
、
長
岡
、
小
千
谷
へ

か
け
る
場
合
は
交
換
手
が
出
た
ら

「
即
時
」
と
告
げ
先
方
の
局
名
、
局

番
、
加
入
者
番
号
を
告
げ
れ
ば
す
ぐ

出
ま
す
。

関
口
さ
ん
勲
六
等

　
　
　
　
　
　
生
存
者
叙
勲

　
国
で
は
こ
の
度
永
年
統
計
調
査
員

と
し
て
功
労
の
あ
っ
た
関
口
孝
治
さ

ん
K
全
周
は
も
と
よ
り
本
県
で
も
稀

な
生
存
者
叙
勲
と
し
て
勲
六
等
瑞
宝

章
が
お
く
ら
れ
、
去
る
十
一
日
総
理

府
に
お
い
て
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た

関
口
さ
ん
は
大
正
九
年
第
一
回
国
勢

調
査
か
ら
、
昭
和
三
十
五
年
の
国
勢

調
査
ま
で
九
回
調
査
員
と
し
て
、
そ

の
間
工
業
、
商
業
、
事
業
所
統
計
調

査
と
各
種
統
計
調
査
に
ご
尽
力
下
さ

れ
、
昭
和
三
十
八
年
に
も
藍
綬
褒
章

を
う
け
て
お
り
ま
す
。

未
加
入
者
の
な
い
よ
う

今
月
は
国
民
年
金
普
及
推
進
月
間

　
拠
出
制
国
民
年
金
制
度
は
発
足
以

来
満
五
年
目
を
迎
え
、
市
で
は
こ
の

十
一
月
中
を
国
民
年
金
普
及
推
進
月

間
と
定
め
、
未
加
入
者
な
ら
び
に
未

納
者
に
対
し
て
そ
れ
ぞ
れ
百
％
の
適

用
．
検
認
（
納
入
）
の
促
進
に
努
め

　
去
る
十
月
一
日
行
な
わ
れ
た
第
十

回
国
勢
調
査
に
よ
る
十
日
町
市
の
人

口
、
世
帯
数
が
こ
の
ほ
ど
ま
と
ま
り

ま
し
た
。
市
の
人
口
総
数
は
四
九
、

五
七
六
人
で
昭
和
三
十
五
年
の
第
九

回
調
査
の
四
九
、
八
五
四
人
に
比
べ

二
七
八
人
減
り
五
万
を
割
り
ま
し

た
。地

区
別
に
見
ま
す
と
十
日
町
、
川
治

地
区
が
増
え
た
ほ
か
は
全
部
減
っ
て

、
お
り
、
都
市
集
中
の
傾
向
が
は
っ
き

、
り
し
て
い
ま
す
。
又
県
全
体
か
ら
み

ま
す
と
、
二
十
市
の
う
ち
半
分
の
十

市
が
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
本
市
は

率
と
し
て
O
・
六
％
と
最
低
で
す
。

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
に

よ
り
現
在
約
一
三
、
O
O
O
名
が
国

民
年
金
に
加

入
し
て
い
ま

ま
す
が
、
ま

だ
一
部
床
加

入
者
が
お
り

ま
す
。

二
十
才
以
上

六
十
才
未
満

の
人
で
他
の

年
金
制
度

（
厚
生
年
金
、

恩
給
、
共
済

組
合
等
）
に

たばこは市内で買いましょう

　　代金の15％が市内の学校や
』道路の建設轟こ使わ才します．

誌
》

加
入
し
て
い
な
い
人
億
国
の
法
律
で

一
人
残
ら
ず
国
民
年
金
に
加
入
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
老
後
の
保
障
叉
は
不
慮
の
事

故
に
備
え
て
、
ぜ
ひ
加
入
し
て
く
だ

さ
い
。

ち
な
み
に
市
内
で
福
祉
年
金
（
老
令

母
子
、
障
害
）
を
受
け
て
い
る
人
は

約
二
、
一
五
〇
名
、
年
間
二
、
六
〇

〇
万
円
の
年
金
が
支
給
さ
れ
、
拠
出

制
で
は
障
害
三
名
、
母
子
三
三
名
、

遺
児
三
名
、
死
亡
一
時
金
二
四
名
を

含
め
年
間
約
八
十
万
円
の
年
金
が
支

給
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
年
金
加
入

者
で
住
所
の
異
動
、
氏
名
の
変
更
、

死
亡
及
び
他
の
年
金
に
加
入
し
た
場

合
は
国
民
年
金
手
帳
と
印
鑑
を
持
参

し
て
す
ぐ
市
民
課
国
民
年
金
係
へ
届

出
て
く
だ
さ
い
。

　
　
四
日
町
市
営
住

　
宅
完
成
〃

　
市
内
四
日
町
新
田
に
四
日
町
市
営

住
宅
を
去
る
七
月
二
十
七
目
よ
り
十

地区名 世帯数 男 女 計

十日町地区 3，428 7，026 8，261 15，287

中・条地区 1，931 4，640 4，939 9，579

下　条地区 938 2，255 2，390 4．64

吉　田地区 934 2，264 2，302 4，566

水　沢地区 1，393 3，487 3，560 7，047

六　箇地区 251 660 633 1，293

川　治地区 1，560 3，331 3，828 7，159

計
　　　110．435123，661、25，915昼49，576

…
『
甕
き
’

八
戸
の
建
設
を
行
い
、
池
田
組
の
手
㎜

で
工
事
が
施
行
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
㎝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

十
月
二
十
六
日
に
竣
工
検
査
を
完
了
㎜

し
、
十
一
月
一
日
よ
り
入
居
し
て
お
剛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
旧

り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

こ
の
工
事
一
棟
二
戸
建
で
一
戸
当
り
關

床
面
積
三
二
・
四
，
撹
で
二
部
屋
（
六
㎜

畳
と
四
・
畳
）
で
台
所
、
便
所
、
物
”

置
兼
浴
場
で
工
費
は
一
、
四
七
〇
万
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
剛

で
完
成
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
旧
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■

一
万
円
を
寄
附

■一

ん
（
34
）
は
こ
の
ほ
ど
病
気
全
快
の

ま
し
た
。

　
市
内
春
日
町
一
丁
目
村
山
徳
司
さ
闘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

喜
び
を
社
会
に
役
立
て
た
い
と
金
一
・

万
円
を
社
会
福
祉
事
務
所
に
寄
附
し
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
臼巳－

果
七
十
名
の
入
賞
者
を
決
め
、
去
る

り
ま
し
た
。
出
点
数
は
小
学
校
は
四

二
年
一
五
二
、
計
七
七
一
名
で
し
た

が
、
表
彰
式
の
席
に
滝
沢
会
長
か
ら

「
火
の
用
心
」
を
常
に
心
の
中
で
書

い
て
も
ら
い
た
い
と
日
常
の
心
構
え

を
強
調
さ
れ
ま
し
た
。
入
賞
者
は
つ

ぎ
の
と
お
り
（
金
賞
の
み
）

　
小
学
校
四
年
金
沢
道
子
（
水
沢
）

長
谷
川
隆
子
（
新
座
）
小
学
校
五
年

佐
藤
妙
子
（
中
条
）
岩
田
雅
己
（
新

座
）
小
学
校
六
年
富
井
二
郎
（
水
沢
）

上
村
裕
子
（
新
座
）

　
中
学
校
一
年
太
田
博
美
（
吉
田
）

島
田
紀
子
（
新
座
）
中
学
校
二
年
岡

元
千
恵
子
（
水
沢
）
斉
木
美
千
子

（
吉
田
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

四
日
新
潟
相
互
銀
行
で
表
彰
式
が
あ
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

年
一
五
六
、
五
年
一
四
一
、
六
年
一
巳

六
二
、
中
学
校
で
は
一
年
一
六
〇
、
　
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

襯
羅
…
…
議
鞭
霧
麟
繁

世帯数 増減 人 口 増減
地区名 35年 140年 （△） 35年 40年 （△）

1
十日町地区

中条地区

2．9931

　　　1
1，772

3，428

1，931

435

159

14，816

9，647

15，287

9，579
　471
△　68

一条地区 930　938｝ 8 4856，
4，645 △211

吉田地区 967I　g34 △　33 5，01i 4，566 △445
水沢地区 ！，379 1，393 14 7，632 7，047 △58
六箇地区 264 251 △　13 1，470 1，293 △177
川治地区 1，183 1，560 377 6，422 7，159 737

計 9，488 10，435 947 49，854 49，576 △278

十
二
月
十
五
日

か
ら
受
付

金
沢
さ
ん
ら
70
人
が
入
賞

「
火
の
用
心
」
の
習
字

　
市
消
防
後
援
会
で
は
さ
き
に
防
火

思
想
啓
発
の
た
め
、
市
内
の
小
、
中

繋

学
生
か
ら
「
火
の
用
心
」
の
習
字
を

募
集
し
て
い
ま
し
た
が
、
審
査
の
結

　
　
　
　
　
　
　
　
　
撤
鐸

禦
灘
撫
灘

禦
麹
灘
磁

鍵
輸
鰯
穂

蝦
纏
翼
難

．
鍵
雛
楓
鷲

　
　
　
　
　
1
年
賀
郵
便
1

　
お
年
玉
つ
き
年
賀
は
が
き
は
去
る

十
日
か
ら
発
売
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
年
賀
は
が
き
や
、
年
末
の
贈
答

小
包
の
差
出
し
に
つ
い
て
郵
便
局
で

は
混
雑
す
る
受
付
、
配
達
業
務
を
ス

ム
：
ズ
に
実
施
す
る
た
め
に
つ
ぎ
の

よ
う
に
望
ん
で
い
ま
す
。

L
　
年
末
贈
答
用
小
包
は
十
二
月
十

　
四
日
頃
ま
で
に
一
日
も
早
く
お
出

　
し
下
さ
い
。

名
　
年
賀
状
は
十
二
月
十
五
日
か
ら

　
受
付
け
ま
す
。

　
　
　
十
二
月
二
十
闘
日
頃
ま
で
に

　
　
　
出
し
下
さ
い
。

ふ
　
年
賀
状
を
差
出
す
時
は
、
　
「
市

　
内
あ
て
」
と
「
そ
の
他
の
も
の
」

　
に
分
け
ゴ
ム
輪
な
ど
を
か
け
て
お

　
出
し
下
さ
い
。

申告所得税第2期分の納期は
　11月1日～11月30日まで！ノ

ィ　納税貯蓄組合員の方は振替

「欄靴欄霧奪しよつ＼

■

　
　
質
流
れ
品
公
売

ロ

旧
と
き
十
一
月
二
十
一
日

一
と
こ
ろ
　
十
日
町
市
繊
労
会
舘

　
公
売
の
品

剛
■
着
物
二
十
、
羽
織
十
五
、
紋
付
羽
織

　
五
、
背
広
十
一
、
ズ
ボ
ン
四
、
オ
ー

ロ

巳
バ
ー
十
二
、
半
オ
ー
バ
ー
四
、
ス
プ

　
リ
ン
グ
一
、
レ
ソ
コ
ー
ト
三
、
シ
ー

ロ

。
ト
四
、
反
物
五
、
時
計
六
、
ト
ラ
ソ

一
ジ
ス
タ
ー
三
、
指
輪
享
、
写
真
器
二

■
ブ
レ
ー
ヤ
［
二
、
ギ
タ
ー
、
電
気
ヵ

■
ミ
ソ
リ
、
ラ
ジ
オ
、
毛
糸
編
機
、
原

コ

㎝
燈
機
、
そ
の
他
。

一240一
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就
業
相
談
連
絡
員
を
お
く

農
委
が
農
家
労
彷
力
の
調
整
へ

　
市
農
業
委
員
会
で
は
農
家
の
就
業

構
造
を
改
善
す
る
た
め
、
こ
の
ほ
ど

市
内
の
各
地
区
に
就
業
相
談
連
絡
員

を
委
嘱
し
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
就
業
相

談
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
の
で
大
い
に
ご
利
用
ご
相
談
下

さ
い
。

こ
れ
は
最
近
農
業
の
近
代
化
に
伴
い

労
彷
力
に
種
々
の
間
題
が
生
じ
て
お

り
ま
す
。
、
こ
の
た
め
農
業
労
仇
力
の

合
理
的
な
調
整
が
必
要
と
さ
れ
、
基

幹
労
彷
力
の
確
保
、
あ
る
い
は
他
産

業
へ
の
就
職
等
に
つ
い
て
相
談
に
応

ず
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
【
相
談
内
容
】

L
　
農
．
業
後
継
者
の
養
成
確
保

乞
　
省
力
的
農
業
技
術
の
導
入
に
つ

　
い
て
必
要
な
水
及
び
農
地
等
権
利

　
関
係
の
調
整

3
　
農
業
後
継
者
の
集
団
活
動

4
　
農
業
賃
金

5
　
季
節
的
農
業
労
彷
力
の
地
域
間

　
の
交
流
を
円
滑
化
す
る
た
め
の
調

　
整
に
必
要
な
も
の

乱
　
家
族
協
定
農
業
の
実
施

7。

　
出
稼
希
望
者
叉
は
出
稼
留
守
家

　
族
、
あ
る
い
は
転
職
を
希
望
す
る

　
者
に
対
し
て
職
安
所
の
行
う
職
業

　
相
談
の
予
備
的
相
談

翫
　
離
農
希
望
者
の
財
産
及
び
資
金

　
調
達
に
つ
い
て
の
助
言
指
導
、
離

　
農
後
の
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス

軌
　
海
外
移
住
を
希
望
す
る
者
に
対

　
す
る
相
談

　
【
相
談
連
絡
員
】

猿
倉
　
池
田
源
一
郎
、
中
条
旭
町

田
村
平
八
郎
、
新
水
　
久
保
田
俊
作

小
貫
　
庭
野
友
治
、
塩
野
　
樋
口
武

新
保
　
米
山
豊
平
、
高
島
　
佐
野
博

一
、
稲
葉
　
児
玉
伝
吉
、
関
根
　
湯

川
正
夫
。
水
訳
市
之
沢
　
飯
塚
長
利

馬
場
　
富
井
武
正
、
土
市
　
保
坂
金

三
、
麻
畑
　
柳
　
永
久

　
【
職
業
安
定
協
力
委
員
】

為
永
　
近
藤
　
豊
、
太
田
島
　
上
村

順
平

押
し
売
り
に

　
　
　
　
　
ご
用
心

年
末
も
近
く
な
る
と
い
ろ
い
ろ
な

犯
罪
が
起
き
易
い
も
の
で
す
。
押
し

売
り
な
ど
も
そ
の
ひ
と
つ
で
す
が
、

最
近
市
内
で
身
障
者
を
装
っ
た
押
し

売
り
が
官
庁
、
会
社
等
に
立
廻
り
肩

書
き
を
利
用
し
て
迷
惑
を
か
け
て
い

る
事
実
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は

さ
ま
ざ
ま
の
押
し
売
り
が
く
る
か
も

わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
決
し
て
同
情
せ

ず
危
険
を
感
じ
た
ら
う
ま
く
あ
し
ら

い
警
察
に
急
報
し
ま
し
ょ
う
。

泣
き
寝
入
り
せ
ず

審
査
会
に
た
の
も
う

　
詐
欺
、
お
ど
し
、
交
通
事
故
な
ど

の
被
害
に
あ
っ
て
、
警
察
や
検
察
庁

に
訴
え
た
が
、
検
察
官
が
そ
の
事
件

を
裁
判
に
か
け
て
く
れ
な
い
。
ど
う

も
な
っ
と
く
で
き
な
い
。
こ
ん
な
不

満
を
も
っ
て
い
る
方
は
い
ま
せ
ん
か

そ
う
い
う
方
の
た
め
に
検
察
審
査
会

に
つ
い
て
紹
介
い
た
し
ま
す
。
わ
が

国
で
は
検
察
官
だ
け
が
犯
人
を
起
訴

し
て
裁
判
所
に
処
罰
を
求
め
る
権
限

を
認
め
ら
れ
て
お
り
、
裁
判
所
は
起

訴
さ
れ
た
事
件
に
つ
い
て
だ
け
審
判

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
た
て
ま

え
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
検
察
官
が
不
起
訴
処
分
に
し

た
事
件
は
、
と
く
べ
つ
の
場
合
の
ほ

か
審
判
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
が
起
訴
す
る
の
が
正
し
い
事

件
を
、
検
察

官
が
間
違
っ

て
不
起
訴
処

分
に
し
た
と

き
は
、
裁
判

所
も
犯
人
を

処
罰
す
る
こ

と
が
で
き
ま

せ
ん
。
こ
れ

で
は
い
く
ら

裁
判
所
が
事

件
を
公
正
に

裁
い
て
も
、

片
手
落
ち
と

な
っ
て
国
の

刑
事
裁
判
は

全
体
と
し
て

み
る
と
十
分

な
仇
き
を
し

て
い
る
と
は

　
ホ
ッ
ブ
は
四
月
か
ら
八
月
末
に
か

け
て
か
な
り
の
労
仇
力
を
必
要
と
し

ま
す
の
で
こ
の
労
仇
力
を
生
み
出
す

為
に
水
田
の
区
画
整
理
を
行
な
い
ト

ラ
ク
タ
ー
の
導
入
を
軸
と
し
て
機
械

　
三
、
四
四
〇
巧
円

二
、
ホ
ッ
プ
園
造
成
　
一
〇
ヘ
ク
タ

　
ー
ル
　
ニ
六
〇
万
円

三
、
ホ
ッ
プ
棚
　
九
五
〇
万
円

四
、
ト
ラ
ク
タ
i
防
除
施
設
、
収

1欝

ナます

事務はお早め

月から受ない方幽頃

い
え
な
く
な
り
ま
す
。
　
こ
の
よ
う

に
検
察
官
の
仕
事
が
適
正
に
行
な
わ

れ
る
と
い
う
こ
と
が
．
公
正
丞
刑

事
裁
判
の
前
提
で
あ
り
、
そ
れ
が
全

う
さ
れ
て
こ
そ
は
じ
め
て
社
会
の
秩

序
が
保
た
れ
、
個
人
の
基
本
的
人

権
が
保
障
さ
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

国
民
の
あ
り
の
ま
ま
の
声
を
反
映
さ

せ
て
こ
れ
を
明
る
く
正
し
く
し
よ
う

と
す
る
制
度
、
そ
れ
が
検
察
審
査
会

で
あ
り
ま
す
。
昭
和
二
十
三
年
七
月

十
二
日
に
検
察
審
査
会
法
が
施
行
さ

れ
て
か
ら
実
際
の
活
動
を
は
じ
め
た

の
は
、
翌
二
十
四
年
二
月
以
降
そ
の

後
昨
年
末
ま
で
の
十
六
年
間
に
　
全

国
の
検
察
審
査
会
で
取
扱
っ
た
事
件

数
は
約
二
万
六
千
件
に
の
ぽ
っ
て
お

り
、
審
査
の
結
果
検
察
官
の
不
起
訴

処
分
が
正
し
く
な
い
と
さ
れ
た
も
の

も
相
当
数
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
に
よ

っ
て
検
察
官
が
あ
ら
た
め
て
起
訴
の

手
続
を
と
っ
た
も
の
が
約
三
百
四
十

件
も
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
う
ち

約
三
百
件
に
つ
い
て
第
一
審
の
裁
判

が
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
な
か
に

は
懲
役
八
年
と
か
六
年
と
い
『
重
い

刑
を
言
い
渡
さ
れ
た
も
の
も
い
ま
す

こ
の
よ
う
に
検
察
審
査
会
は
こ
の
使

検
察
官
の
仕
事
を
よ
り
よ
く
す
る
の

に
大
き
な
役
割
を
は
た
し
て
お
り
ま

す
。
こ
の
検
察
審
査
会
へ
の
申
立
て

は
と
く
ぺ
つ
の
費
用
は
い
り
ま
せ
ん

手
続
に
つ
い
て
は
長
岡
の
裁
判
所
の

に
お
間
い
あ
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

命
に
そ
っ
て
活
発
な
活
動
を
続
け
、
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

な
か
に
あ
る
検
察
審
査
会
の
事
務
局
瓢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

　
　
　
　
　
　
ー
最
高
裁
判
所
ー
　
　
鷹

「
日
本

の
ホ
ッ
プ
園
」

②

一
〇
ア
ー
ル
当
り
1
0
万
円
以
上
の
収
入

一
、
ホ
ッ
プ
棚

　
ホ
ッ
プ
は
蔓
性
で
ブ
ド
ウ
と
同
じ

よ
う
に
栽
培
に
は
棚
が
必
要
で
す
。

高
さ
は
六
メ
ー
ト
ル
も
必
要
で
施
設

に
多
額
の
投
資
を
要
し
ま
す
。
現
在

長
野
山
形
が
主
産
地
で
主
と
し
て
木

柱
の
棚
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

本
市
で
は
風
や
雪
の
害
を
考
え
た
り

耐
久
性
を
計
算
し
て
特
別
の
鋼
管
を

亜
鉛
メ
ッ
キ
し
、
更
に
果
樹
専
用
の

針
金
を
使
用
し
て
全
国
に
も
例
の
な

い
素
晴
ら
し
い
棚
を
構
築
す
る
計
画

で
す
。
こ
れ
が
出
来
上
り
ま
す
と
一

〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
い
う
規
模
に
お
い

て
も
、
棚
の
型
式
に
お
い
て
も
日
本

一
の
ホ
ッ
ブ
園
が
生
ま
れ
ま
す
。

二
、
消
毒
施
設

　
ホ
ッ
プ
の
大
敵
は
ベ
ト
病
で
す
。

こ
れ
を
放
置
し
て
お
く
と
収
穫
皆
無

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
一
〇

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
ホ
ッ
プ
園
に
網
の
目

状
に
バ
イ
ブ
を
布
設
し
て
消
毒
液
を

一
斉
に
噴
霧
で
き
る
施
設
を
作
り
ま

す
。
そ
の
ほ
か
収
穫
機
や
乾
燥
施
設

等
の
近
代
化
施
設
を
導
入
す
る
計
画

で
す
。

三
．
水
田
の
区
画
整
理

灘
　　購

鱒晒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

下
条
中
央
保
育
所
　
．

◎
細
尾
地
区
　
（
旧
水
沢
村
）

　
細
尾
地
区
は
基
幹
作
目
と
し
て
ホ

ッ
プ
を
と
り
上
げ
、
将
来
は
「
ホ
ッ

プ
＋
米
」
の
経
営
を
確
立
し
所
得
を

倍
増
す
る
計
画
で
す
。
ホ
ッ
プ
は
成

園
に
な
る
と
一
〇
ア
ー
ル
当
り
一
〇

万
円
以
上
の
現
金
収
入
が
あ
り
ま
す

か
ら
一
戸
当
り
三
〇
ア
ー
ル
経
営
と

し
ま
す
と
米
の
五
〇
俵
分
の
売
上
げ

に
匹
敵
す
る
わ
け
で
す
。

　
ホ
ッ
プ
は
ビ
ー
ル
の
苦
味
を
つ
け

る
為
に
欠
か
せ
な
い
原
料
で
す
か
ら

ビ
ー
ル
の
消
費
増
と
共
に
需
要
も
伸

び
ま
す
。
そ
の
他
価
格
が
安
定
し
て

お
り
何
よ
り
も
契
約
栽
培
（
ア
サ
ヒ

ビ
ー
ル
）
で
す
か
ら
販
路
の
心
配
が

い
ら
ず
安
心
し
て
生
産
に
は
げ
め
る

作
目
と
い
え
ま
す
。

◎
近
代
化
施
設

．
癒
難

化
一
貫
作
業
に
よ
る
省
力
化
を
図
る

計
画
で
す
。

◎
事
業
種
目
と
業
事
費

一
、
区
画
整
理
　
二
六
ヘ
ク
タ
ー
ル

＜建設中のホップ園＞

　
穫
機
、
乾
燥
施
設
　
九
九
〇
万
円

　
こ
の
う
ち
国
、
県
か
ら
　
三
．
五

六
〇
万
円
の
補
助
金
が
あ
り
ま
す
。

　
昭
和
三
十
二
年
四
月
季
節
保
育
所

と
し
て
水
口
広
大
寺
に
設
け
た
の
が

は
じ
ま
り
、
そ
の
後
三
十
七
年
四
年

へ
き
地
保
育
所
に
指
定
さ
れ
、
三
十

九
年
下
条
小
学
校
改
築
に
伴
い
現
在

村
山
米
平
さ
ん
で
保
母
五
人
、
園
児

ん
方
が
長
岡
成
願
寺
温
泉
ヘ
リ
ク
レ

ー
シ
ョ
ン
に
行
っ
て
来
ま
し
た
。

の
中
央
保
育
所
と
な
っ
た
。
園
長
閣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
三
四
名
、
先
月
二
十
八
日
お
母
さ
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
旧

【
写
真
は
楽
し
い
旅
行
の
一
コ
マ
】

事
故
や
違
反
の
な
い
よ
う

狩
猟
上
の
注
意

　
最
近
ハ
ン
タ
ー
の
増
加
に
伴
っ
て

事
故
や
違
反
が
増
え
て
い
ま
す
。
狩

猟
は
冬
の
ス
ポ
ー
ッ
と
し
て
、
又
有

害
鳥
獣
駆
除
に
も
大
い
に
結
構
で
す

が
、
つ
ぎ
の
点
に
つ
い
て
充
分
ご
注

意
下
さ
い
。

L
免
許
証
は
必
ず
持
っ
て
い
る
こ
と

λ
日
の
出
前
、
日
没
後
は
猟
を
し
な

　
い
こ
と

ふ
公
道
、
神
社
、
仏
閣
な
ど
人
の
集

　
ま
る
場
所
（
ス
キ
ー
場
）
で
は
猟

　
を
し
な
い
こ
と

4
鳥
獣
保
護
区
や
休
猟
区
で
猟
を
し

　
な
い
こ
と

も
う

旧
度
「
家
庭
」
を
ふ
り
か
え
つ
て

家
庭
学
級
へ
ど
う
ぞ

　
　
最
近
、
　
「
家
庭
」
と
い
う
も
の
を

　
も
う
一
度
考
え
な
お
し
て
み
よ
う
、

　
と
い
う
気
運
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
世
の
中
が
せ
x
こ
ま
し
く
な
る
に
つ

　
れ
て
　
人
は
だ
ん
く
家
を
は
な
れ

　
て
行
く
傾
向
に
あ
る
よ
う
で
す
。
そ

　
の
結
果
、
家
庭
は
単
に
体
を
い
や
す

　
場
所
に
か
わ
り
．
そ
れ
が
特
に
子
供

　
う
で
す
。
で
は
、
ど
ん
な
ふ
う
で
あ

　
み
ま
し
ょ
う
。

　
　
咀
う
ち
の
お
と
う
さ
ん
は
、
し
ご

　
　
と
か
ら
か
え
っ
て
く
る
ま
え
に
お

　
　
さ
け
を
の
ん
で
、
う
ち
へ
く
る
と

　
　
よ
っ
ば
ら
っ
て
、
か
い
だ
ん
を
わ

　
　
た
っ
て
く
る
と
、
へ
や
の
は
い
り

　
　
ぐ
ち
ま
で
あ
わ
お
ど
り
を
し
て
、

ロ

鷹
た
ち
に
と
っ
て
は
大
変
な
不
満
の
よ

ロ

ー
る
か
ま
ず
子
供
た
ち
の
声
を
聞
い
て
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へ
や
に
つ
く
と
ふ
と
ん
の
う
え
で

　
ね
そ
べ
っ
て
、
ぐ
う
す
か
ぴ
い
す

　
か
ね
む
り
ま
す
。
お
か
あ
さ
ん
は

　
す
ぐ
お
こ
っ
て
ば
か
り
い
て
．
わ

　
た
し
は
な
き
べ
そ
を
か
く
の
で
す

　
■
ぽ
く
の
お
と
う
さ
ん
は
、
い
つ

　
も
ま
あ
じ
ゃ
ん
を
し
に
い
っ
て
お

　
も
し
ろ
く
な
い
で
す
。
ま
あ
じ
ゃ

　
ん
し
た
あ
と
さ
け
を
の
む
と
、
う

　
ち
へ
か
え
っ
て
ぎ
て
べ
ん
き
ょ
う

　
を
お
し
え
て
く
れ
な
い
ん
で
す
。

　
こ
れ
は
、
今
年
公
民
舘
で
発
行
し

た
「
親
の
ね
が
い
子
の
ね
が
い
」
と

い
う
本
の
中
か
ら
の
抜
華
で
、
一
年

生
の
声
で
す
。

　
た
し
か
に
最
近
の
家
庭
は
、
電
化

さ
れ
、
改
造
さ
れ
、
は
な
ば
な
し
く

色
ど
ら
れ
て
い
ま
す
。
だ
が
そ
の
実

そ
う
い
う
も
の
に
心
を
と
ら
わ
れ
す

ぎ
て
、
大
切
な
も
の
が
失
な
わ
れ
つ

つ
あ
る
よ
う
で
す
。

　
「
家
庭
教
育
学
級
」
は
、
そ
ん
な

子
供
た
ち
の
願
い
を
含
め
て
、
み
ん

な
が
も
っ
と
家
庭
に
帰
り
、
家
庭
の

も
つ
大
切
な
意
味
を
考
え
よ
う
、
と

い
う
よ
う
な
発
想
か
ら
始
め
ら
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
全
国
的
な
学
級
で
す

　
私
た
ち
の
市
に
も
、
こ
の
家
庭
教

育
学
級
が
あ
り
ま
す
。
お
父
さ
ん
や

お
母
さ
ん
を
対
象
に
、
二
年
前
か
ら

始
め
て
い
る
の
で
す
が
、
ど
う
も
集

ま
っ
て
く
る
の
は
お
母
さ
ん
が
多
く

お
父
さ
ん
方
は
数
え
る
ほ
ど
で
す
。

今
年
は
、
全
市
で
約
七
〇
〇
名
の
人

た
ち
が
、
次
の
一
〇
学
級
で
学
ん
で

お
り
ま
す
。
学
級
は
市
内
の
各
公
民

舘
で
開
か
れ
て
い
ま
す
。

　
■
幼
児
家
庭
教
育
学
級
（
十
日
町
）

　
■
児
童
家
庭
教
育
学
級
（
十
日
町
）

　
□
大
井
田
家
庭
教
育
学
級
（
中
条
）

　
■
新
座
家
庭
教
育
学
級
（
中
条
）

　
圏
飛
渡
家
庭
教
育
学
級

　
目
川
治
家
庭
教
育
学
級

　
■
吉
田
家
庭
教
育
学
級

　
■
馬
場
家
庭
教
育
学
級
（
水
沢
）

　
■
野
中
家
庭
教
育
学
級
（
水
沢
）

　
学
習
の
内
容
は
、
家
庭
の
意
味

家
庭
の
あ
り
方
夫
婦
の
間
題
嫁

と
姑
の
問
題
　
幼
児
の
間
題
　
小
中

学
生
の
間
題
　
青
年
の
間
題
、
な
ど

家
庭
の
中
の
具
体
的
な
問
題
を
と
り

あ
げ
て
い
ま
す
。

　
お
話
し
を
し
て
下
さ
る
先
生
は
大

学
や
県
内
の
各
施
設
．
地
元
の
学
校

の
先
生
方
で
、
そ
の
道
の
大
家
ば
か

り
で
す
。
そ
の
ほ
か
、
映
画
を
使
っ

た
り
、
話
し
合
い
を
や
っ
た
り
、
文

集
を
出
し
た
り
も
し
ま
す
。

　
学
級
は
だ
い
た
い
年
間
の
計
画
で

月
一
回
か
ら
二
回
程
度
、
時
間
は
ほ

と
ん
ど
夜
に
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。
学

級
に
入
る
た
め
の
手
続
は
特
別
あ
り

ま
せ
ん
。
公
民
舘
の
係
に
ひ
と
こ
と

連
絡
し
て
下
さ
れ
ば
、
誰
で
も
す
ぐ

入
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
お
金
な
ど

は
い
り
ま
せ
ん
。

　
ど
う
か
家
庭
の
も
つ
重
要
性
を
考

え
て
い
た
y
き
、
せ
っ
か
く
の
機
会

で
す
か
ら
、
た
く
さ
ん
の
お
父
さ
ん

お
母
さ
ん
か
ら
こ
の
学
級
を
活
用
し

て
い
た
y
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
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